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基幹インフラ
特許非公開

経
済
安
保
推
進
法
２
施
策

基
本
指
針
を
閣
議
決
定

印
も
の
づ
く
り
学
校

１３
校
認
定

豊
田
合
成
や
日
特
陶
も

経
産
省

森
林
火
災
に
よ
る

Ｇ
Ｈ
Ｇ
放
出
マ
ッ
プ

国
環
研
、
過
去
２０

年
の
デ
ー
タ
公
開

環境省

パ
リ
協
定
６
条
の
実
施
枠
組
み

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
に
事
務
局
設
置

２３
年
度
中
小
企
業

白
書
が
閣
議
決
定

事
業
承
継
の
成

功
例
な
ど
紹
介

経
済
安
保
推
進
法
で
は
、

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
必

要
不
可
欠
な
１１
品
目
の
特
定

重
要
物
資
を
指
定
し
て
い

る
。
企
業
は
１１
品
目
に
該
当

す
る
自
社
製
品
に
つ
い
て
安

定
供
給
確
保
に
向
け
た
生
産

計
画
を
作
成
。
政
府
か
ら
認

定
さ
れ
れ
ば
、
財
政
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
、
１１
品
目
の
う
ち
蓄

電
池
と
半
導
体
に
つ
い
て
第

１
回
目
の
生
産
計
画
を
認
定

し
た
。

蓄
電
池
分
野
で
は
、
車
載

用
お
よ
び
定
置
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
向

け
材
料
の
生
産
計
画
６
件
に

最
大
２
１
３
億
円
を
助
成
す

る
。
具
体
的
に
は
、
日
亜
化

学
の
正
極
材
活
物
質
、
旭
化

成
と
宇
部
マ
ク
セ
ル
の
セ
パ

レ
ー
タ
ー
、
ク
レ
ハ
の
バ
イ

ン
ダ
ー
、
メ
キ
シ
ケ
ム
ジ
ャ

パ
ン
の
バ
イ
ン
ダ
ー
材
料
、

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
の
導
電
助
剤
に

つ
い
て
の
各
生
産
計
画
を
認

定
。
工
場
新
設
や
設
備
増
強

費
用
の
３
分
の
１
を
補
助
す

る
。
日
亜
化
学
や
ク
レ
ハ
な

ど
の
４
件
に
つ
い
て
は
、
製

造
工
程
の
脱
炭
素
化
や
生
産

性
向
上
に
つ
な
が
る
技
術
開

発
も
支
援
し
、
費
用
の
２
分

の
１
を
補
助
す
る
。
い
ず
れ

も
５
年
間
の
継
続
生
産
が
条

件
と
な
る
。

そ
の
他
に
蓄
電
池
分
野
で

は
、
ホ
ン
ダ
と
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ

の
車
載
用
お
よ
び
定
置
用
Ｌ

ｉ
Ｂ
の
生
産
計
画
に
最
大
１

５
８
７
億
円
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
エ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
車
載
用

円
筒
形
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
技
術
開
発

計
画
に
最
大
４６
億
円
を
助

成
。
蓄
電
池
材
料
と
合
わ
せ

た
助
成
額
は
最
大
１
８
４
６

億
円
に
の
ぼ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
経
済
安
保
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
強
靱
化
支
援
基
金
う
ち

の
蓄
電
池
関
連
予
算
３
３
１

６
億
円
か
ら
拠
出
す
る
。

半
導
体
分
野
で
は
、
イ
ビ

デ
ン
の
高
機
能
Ｆ
Ｃ
�
Ｂ
Ｇ

Ａ
基
板
の
生
産
計
画
を
認
定

し
た
。
イ
ビ
デ
ン
が
大
野
事

業
場
に
新
工
場
を
設
け
る
費

用
の
う
ち
最
大
で
３
分
の
１

を
補
助
す
る
。
助
成
額
は
最

大
で
４
０
５
億
円
の
見
込

み
。
イ
ビ
デ
ン
は
最
先
端
ロ

ジ
ッ
ク
半
導
体
向
け
の
高
機

能
Ｆ
Ｃ
�
Ｂ
Ｇ
Ａ
基
板
ト
ッ

プ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
。
そ
の
ほ

か
半
導
体
分
野
で
は
、
ル
ネ

サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

自
動
車
・
産
業
用
Ｍ
Ｃ
Ｕ

（
マ
イ
コ
ン
）
の
生
産
計
画
に

最
大
で
１
５
９
億
円
を
助
成

す
る
こ
と
も
決
め
た
。
い
ず

れ
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

靱
化
支
援
基
金
の
う
ち
の
レ

ガ
シ
ー
半
導
体
関
連
予
算
２

１
６
３
億
円
の
一
部
を
充
て

る
。

経
済
産
業
省
は
４
月
２８
日
、
経
済
安
全
保
障
推
進
法
に
基
づ

く
特
定
重
要
物
資
に
指
定
し
た
蓄
電
池
、
半
導
体
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
旭
化
成
、
ク
レ
ハ
、
日
亜
化
学
工
業
な
ど
が
申

請
し
た
蓄
電
池
材
料
の
生
産
計
画
６
件
と
、
イ
ビ
デ
ン
が
申
請
し
た
半
導
体
材
料
の
生

産
計
画
１
件
を
認
定
し
た
と
発
表
し
た
。イ
ビ
デ
ン
は
大
野
事
業
場
（
岐
阜
県
大
野
町
）

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基
板
で
あ
る
Ｆ
Ｃ
�
Ｂ
Ｇ
Ａ
（
フ
リ
ッ
プ
チ
ッ
プ
�
ボ
ー
ル
グ
リ
ッ
ド

ア
レ
イ
）
基
板
の
新
工
場
を
設
け
る
方
針
。
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年
度
第
２
次
補
正
予

算
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
に
創
設
し
た
８
３
０

０
億
円
の
基
金
か
ら
資
金
拠
出
し
、
設
備
投
資
な
ど
を
支
援
す
る
。

政
府
は
、
大
型
研
究
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
経
済
安
全
保

障
重
要
技
術
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
研

究
開
発
を
拡
充
す
る
。
Ｋ
プ

ロ
の
財
源
と
な
る
基
金
に
昨

年
度
第
２
次
補
正
予
算
で
２

５
０
０
億
円
が
積
み
増
し
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
措
置
。
新

規
課
題
と
し
て
は
「
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
食
料
安

全
保
障
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
」
な
ど
も
挙
が
る
。
政

府
の
有
識
者
会
議
が
今
夏
め

ど
に
新
た
な
研
究
開
発
ビ
ジ

ョ
ン
（
第
２
次
ビ
ジ
ョ
ン
）

の
最
終
案
を
取
り
ま
と
め

る
。
第
２
次
ビ
ジ
ョ
ン
が
正

式
決
定
さ
れ
る
と
、
課
題
ご

と
の
研
究
開
発
構
想
に
基
づ

く
第
２
陣
の
公
募
が
始
ま

る
。
こ
れ
で
Ｋ
プ
ロ
に
は
総

額
５
０
０
０
億
円
が
投
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の

経
済
安
全
保
障
で
重
要
と
な

る
技
術
群
育
成
に
本
腰
が
入

る
。今

回
の
第
２
次
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
２
つ
の
基
金
に
新
規
追

加
さ
れ
た
合
計
２
５
０
０
億

円
の
資
金
を
念
頭
に
置
く
。

政
府
は
４
月
２６
日
、
有
識
者

で
構
成
す
る
Ｋ
プ
ロ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
会
議
を
開
催
、
２
次

ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
的
な
方
向

性
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
高

市
早
苗
科
学
技
術
政
策
／
経

済
安
全
保
障
担
当
大
臣
は
冒

頭
、「
国
や
国
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
脅
威
に
対
し
て
安
全
を
確

保
す
る
観
点
で
は
、
重
要
技

術
の
利
活
用
が
極
め
て
重
要

だ
。
昨
今
の
国
際
情
勢
を
み

る
と
、
各
国
も
同
様
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
Ｋ
プ

ロ
に
対
す
る
期
待
も
非
常
に

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
新
た
に
積
み
増
し
し
た

基
金
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
、
新
た
な
研
究
開
発
ビ
ジ

ョ
ン
の
検
討
を
進
め
る
」
と

述
べ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
か
ら
、
第
１
次
ビ
ジ
ョ
ン

で
示
し
た
「
海
洋
」「
宇
宙
・

航
空
」「
領
域
横
断
・
サ
イ
バ

ー
空
間
」「
バ
イ
オ
」
の
領
域

を
踏
襲
し
て
、
実
質
的
な
第

２
次
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
日
本
の
社
会

・
経
済
を
発
展
さ
せ
、
世
界

を
主
導
で
き
る
先
端
技
術
群

を
追
加
的
に
掘
り
起
こ
し
、

第
２
次
ビ
ジ
ョ
ン
に
落
と
し

込
む
。
今
夏
に
も
Ｋ
プ
ロ
会

議
と
し
て
の
最
終
案
を
ま
と

め
る
考
え
だ
。

Ｋ
プ
ロ
は
昨
年
５
月
に
成

立
し
た
経
済
安
全
保
障
推
進

法
に
基
づ
く
研
究
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
経
済
安
全
保
障
に

不
可
欠
な
重
要
技
術
を
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
に
創
設
し
た
基
金
を
使

い
、
複
数
年
に
わ
た
り
大
学
、

企
業
な
ど
の
研
究
開
発
を
支

援
す
る
。
す
で
に
２
０
２
２

年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た

２
５
０
０
億
円
（
各
１
２
５

０
億
円
の
基
金
）
を
元
に
、

第
１
次
研
究
開
発
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
課
題
ご
と
の
研
究
開
発

構
想
に
基
づ
く
研
究
開
発
の

選
定
が
始
ま
っ
て
い
る
。

政
府
は
４
月
２８
日
、
経
済

安
全
保
障
推
進
法
に
基
づ
く

「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役
務
の
安

定
的
な
提
供
の
確
保
」「
特
許

出
願
の
非
公
開
」
を
実
施
す

る
た
め
の
考
え
方
を
示
す
基

本
指
針
を
閣
議
決
定
し
た
。

必
要
と
な
る
政
省
令
の
制
定

な
ど
を
経
て
来
春
の
運
用
開

始
を
目
指
す
。
高
市
早
苗
経

済
安
全
保
障
担
当
大
臣
は
同

日
の
閣
議
後
会
見
で
、「
関
係

事
業
者
や
産
業
界
と
の
て
い

ね
い
な
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
有
識
者
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
詳
細
な
制
度
の

検
討
を
進
め
る
」
と
強
調
し

た
。
基
幹
イ
ン
フ
ラ
制
度
に

つ
い
て
は
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
こ
と
を
内
閣
府
や
関
係

省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。

推
進
法
で
は
日
本
の
経
済

安
全
保
障
を
強
化
す
る
観
点

か
ら
４
つ
の
制
度
（
施
策
）

に
取
り
組
む
。
こ
の
う
ち
、

支
援
の
色
彩
が
強
い
「
重
要

物
資
の
安
定
的
な
供
給
の
確

保
」（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靱
化
）、「
先
端
的
な
重
要

技
術
の
開
発
支
援
」（
経
済
安

全
保
障
重
要
技
術
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
�
Ｋ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
２
施
策
が
先
行
し
て
制
度

実
施
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
、

規
制
的
な
側
面
を
持
つ
残
る

２
施
策
に
つ
い
て
も
基
本
指

針
が
決
定
し
た
こ
と
で
、
同

法
で
掲
げ
た
当
初
の
経
済
安

全
保
障
強
化
策
が
本
格
的
に

動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

基
幹
イ
ン
フ
ラ
制
度
は
対

象
と
な
る
国
民
や
経
済
・
社

会
活
動
に
大
き
な
脅
威
を
及

ぼ
す
基
幹
イ
ン
フ
ラ
が
外
部

か
ら
の
妨
害
行
為
に
よ
っ
て

安
定
的
が
運
用
（
役
務
）
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
事
前

に
防
ぐ
の
を
目
的
と
す
る
。

電
気
、
ガ
ス
、
石
油
、
電
気

通
信
、
運
輸
（
貨
物
自
動
車
、

航
空
、
空
港
）、金
融
な
ど
を

想
定
。
重
要
設
備
の
導
入
、

維
持
管
理
な
ど
の
委
託
の
事

前
審
査
を
実
施
、
安
定
的
な

役
務
提
供
に
問
題
が
あ
れ
ば

勧
告
・
命
令
な
ど
の
措
置
を

講
じ
る
。

特
許
出
願
の
非
公
開
制
度

は
、
本
来
公
開
さ
れ
る
べ
き

特
許
内
容
が
開
示
さ
れ
る
こ

と
で
、
国
家
や
国
民
の
安
全

を
損
な
う
事
態
を
生
ず
る
お

そ
れ
が
大
き
い
発
明
が
出
願

さ
れ
た
際
に
、
出
願
公
開
な

ど
手
続
き
を
留
保
（
非
公

開
）、情
報
の
保
全
を
行
う
。

機
微
な
技
術
の
公
開
や
情
報

流
出
を
防
止
す
る
の
が
狙

い
。

経
済
産
業
省
は
４
月
２７

日
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本

式
も
の
づ
く
り
学
校
（
Ｊ
Ｉ

Ｍ
）
の
認
定
式
を
開
催
し
た
。

昨
年
９
月
以
降
、
日
本
企
業

１０
社
が
開
校
し
た
１３
校
を
Ｊ

Ｉ
Ｍ
と
し
て
認
定
し
た
。
化

学
関
連
業
界
か
ら
は
、
豊
田

合
成
の
３
校
（
グ
ジ
ャ
ラ
ー

ト
州
、
ハ
リ
ヤ
ナ
州
、
ラ
ジ

ャ
ス
タ
ー
ン
州
）
と
日
本
特

殊
陶
業
の
１
校
（
ハ
リ
ヤ
ナ

州
）
が
認
定
を
受
け
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｍ
は
２
０
１
６
年
に

日
印
両
国
が
署
名
し
た
「
も

の
づ
く
り
技
能
移
転
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
力
覚

書
」
に
基
づ
く
も
の
。
イ
ン

ド
の
若
い
人
材
に
、
日
本
式

も
の
づ
く
り
の
考
え
方
や
技

能
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
日

系
企
業
の
製
造
現
場
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
１０
年
間
で
３
万
人
の
も

の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

豊
田
合
成
の
相
地
政
登
理

事
は
「
イ
ン
ド
の
も
の
づ
く

り
、
人
づ
く
り
に
微
力
な
が

ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
日
本
特
殊
陶
業

の
前
田
博
之
上
席
執
行
役
員

は
「
当
社
の
イ
ン
ド
事
業
の

継
続
の
た
め
に
も
Ｊ
Ｉ
Ｍ
を

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
た
。

認
定
式
に
は
、
在
日
イ
ン

ド
大
使
館
の
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー

ジ
大
使
、
中
谷
真
一
経
済
産

業
副
大
臣
、
常
葉
光
郎
貿
易

経
済
協
力
局
審
議
官
ら
が
出

席
し
た
。
今
回
の
１３
校
の
認

定
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
は
３５
校

に
増
え
た
。

国
立
環
境
研
究
所
は
、
森

林
火
災
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

の
２０
年
分
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

を
公
表
し
た
。
火
災
な
ど
で

陸
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
が
燃
焼

す
る
と
、
Ｃ
Ｏ
２

や
メ
タ
ン

と
い
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
や
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
に
影
響
す
る
Ｃ
Ｏ
が
放
出

さ
れ
、
気
候
変
動
の
原
因
に

な
る
。
こ
う
し
た
情
報
を
、

最
小
１
�
�
の
単
位
に
分
け

て
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
。
衛
星

画
像
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
て

精
度
を
上
げ
て
い
く
。

Ｇ
Ｈ
Ｇ
は
人
為
的
活
動
の

ほ
か
、
自
然
に
起
こ
る
森
林

火
災
で
も
放
出
さ
れ
る
。
２

０
０
１
〜
２１
年
に
国
環
研
が

集
め
た
デ
ー
タ
を
一
般
公
開

し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
Ｃ

Ｏ
２

、
Ｃ
Ｏ
、
メ
タ
ン
と
い
う

３
種
の
気
体
。
Ｃ
Ｏ
は
Ｇ
Ｈ

Ｇ
で
は
な
い
が
、
メ
タ
ン
の

生
成
や
消
滅
と
関
わ
る
た
め

無
視
で
き
な
い
。

Ｃ
Ｏ
２

放
出
量
は
、
人
工

衛
星
か
ら
の
観
測
や
、
火
災

で
実
際
に
燃
焼
し
た
面
積
か

ら
推
定
し
た
。
複
数
情
報
を

組
み
合
わ
せ
て
不
確
実
性
を

減
ら
し
た
。
Ｃ
Ｏ
放
出
量
も

同
様
の
手
法
で
推
定
し
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と
実

測
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
。

最
小
単
位
は
１
�
�
ご

と
、
あ
る
い
は
経
度
・
緯
度

１
度
ご
と
。
こ
れ
に
よ
り
各

地
域
と
い
う
狭
い
視
点
や
、

地
球
全
体
の
広
い
視
点
で
観

察
で
き
る
。
応
用
研
究
と
し

て
、
１９
〜
２０
年
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
規
模

火
災
に
と
も
な
う
Ｃ
Ｏ
２

放

出
量
の
評
価
も
過
去
に
発
表

し
た
。

今
回
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は

稼
働
中
の
衛
星
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ

（
通
称
い
ぶ
き
）
の
観
測
に

基
づ
く
Ｃ
Ｏ
２

や
メ
タ
ン
の

収
支
（
排
出
量
と
吸
収
量
）

推
定
に
も
使
う
。
今
後
、
す

す
を
構
成
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
カ

ー
ボ
ン
の
放
出
量
も
公
開
す

る
。
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
は

森
林
火
災
の
ほ
か
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
使
用
や
石

炭
の
燃
焼
で
も
発
生
し
、
温

暖
化
の
原
因
に
な
る
。

環
境
省
は
、
炭
素
ク
レ
ジ

ッ
ト
な
ど
を
定
め
た
パ
リ
協

定
６
条
の
「
実
施
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
を
立

ち
上
げ
た
と
発
表
し
た
。
６

条
を
め
ぐ
る
国
際
交
渉
は
長

ら
く
難
航
し
た
が
、
日
本
が

主
導
す
る
か
た
ち
で
２
０
２

１
年
に
合
意
に
い
た
っ
た
。

そ
の
貢
献
も
背
景
に
、
２２
年

に
日
本
が
「
実
施
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

今
回
は
事
務
局
と
な
る
「
同

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。

炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、

例
え
ば
Ａ
国
が
Ｂ
国
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排

出
削
減
に
協
力
し
た
場
合
、

Ａ
国
側
の
削
減
目
標
達
成
と

し
て
も
評
価
す
る
。
こ
れ
に

関
わ
る
６
条
の
解
釈
は
、
日

本
が
進
め
て
き
た
二
国
間
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）

も
参
考
に
、
２１
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２６
で
各
国
が
合
意
し
た
。

６
条
に
実
効
性
を
も
た
せ

る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
、

日
本
が
２２
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
で

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
立
ち

上
げ
た
。
さ
ら
に
地
球
環
境

戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

内
に
事
務
局
を
設
置
し
て
セ

ン
タ
ー
と
名
付
け
た
。
二
重

計
上
の
防
止
な
ど
、
６
条
交

渉
で
も
争
点
と
な
っ
た
課
題

の
解
消
に
取
り
組
む
。

「
企
業
法
務
の
た
め
の

経
済
安
全
保
障
入
門
」
大

川
信
太
郎
著

米
中
対
立
の
激
化
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

な
ど
、
世
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
激
変
す
る
な
か
、

国
内
で
は
「
経
済
安
全
保

障
」
に
関
す
る
政
策
や
法

整
備
が
急
速
に
進
む
。
２

０
２
２
年
５
月
に
は
経
済

安
全
保
障
推
進
法
が
成
立

し
た
。

著
者
は
森
・
濱
田
松
本

法
律
事
務
所
の
渉
外
弁
護

士
だ
が
、
経
済
産
業
省
貿

易
経
済
協
力
局
や
大
臣
官

房
経
済
安
全
保
障
室
に
任

期
付
公
務
員
と
し
て
赴
任

経
験
が
あ
る
。
本
書
は
、

経
済
安
全
保
障
政
策
の
立

案
、
法
案
作
成
、

企
業
の
実
務
対

応
に
携
わ
っ
て

き
た
著
者
の
目

線
か
ら
、
企
業

が
法
務
の
観
点

か
ら
把
握
す
べ

き
経
済
安
全
保
障
の
全
体

像
を
説
く
。
具
体
的
に
は
、

投
資
管
理
、
貿
易
管
理
、

経
済
制
裁
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
、
経

済
安
保
推
進
法
な
ど
の
各

分
野
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
。

著
者
は
、
昨
年
末
に
経

済
紙
が
公
表
し
た
「
２
０

２
２
年
に
活
躍
し
た
弁
護

士
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
通

商
・
経
済
安
保
部
門
で
第

６
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。

（
Ａ
５
判
、
３
０
５
頁
、

本
体
価
格
３
４
０
０
円
＋

税
、
中
央
経
済
社
刊
、
電

話
０
３
�
３
２
９
３
�
３

３
８
１
）

２
０
２
３
年
度
版
の
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白

書
が
２８
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
今
回
は
他
社
と
異
な
る

ユ
ニ
ー
ク
な
戦
略
や
、
経
営

者
を
支
え
る
外
部
プ
レ
ー
ヤ

ー
に
注
目
。
事
業
承
継
の
好

例
も
紹
介
し
て
い
る
。
年
２

回
の
「
価
格
交
渉
月
間
」
の

実
施
に
よ
る
取
引
適
正
化
に

も
ペ
ー
ジ
を
割
い
た
。

微
細
ピ
ン
に
特
化
す
る
ア

ル
フ
ァ
ー
テ
ッ
ク
（
横
浜
市
）

は
、
半
導
体
、
自
動
車
、
医

療
の
各
分
野
に
進
出
し
て
黒

字
経
営
を
維
持
し
て
い
る
。

技
術
承
継
機
構
（
東
京
都
渋

谷
区
）
は
、
譲
り
受
け
た
事

業
を
売
却
せ
ず
、
元
従
業
員

に
引
き
継
ぐ
と
い
っ
た
活
動

を
続
け
て
い
る
。

◇
商
船
三
井
の
海
洋
温
度
差
発

電
セ
ミ
ナ
ー

日
本
計
画
研
究
所

（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
）
が
５
月
１９
日
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
に「（
株
）
商

船
三
井：

海
洋
温
度
差
発
電
（
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）、そ
の
事
業
化
に
向
け
た

取
組
み
〜
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
資
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
〜
」
と
題
し
、

Ｊ
Ｐ
Ｉ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ

ア
（
東
京
都
港
区
南
麻
布
５
�
２

�
３２
興
和
広
尾
ビ
ル
）
で
開
催
。

講
師
は
、
商
船
三
井
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
営
業
企
画

チ
ー
ム
の
松
岡
哲
史
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
ゼ
ネ
シ
ス
・
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
部
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
部
の
渡
辺
敬
之
取
締
役

・
部
長
の
２
人
。

参
加
費
は
１
人
３
万
３
４
７
０

円
、
社
内
・
関
連
会
社
で
同
時
申

し
込
み
２
人
目
以
降
２
万
８
４
７

０
円
（
資
料
代
・
税
込
み
）。会
場
、

ラ
イ
ブ
配
信
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

の
い
ず
れ
か
の
受
講
を
選
択
可
能

（
会
場
お
よ
び
ラ
イ
ブ
配
信
の
受

講
者
は
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
可
能
）。

申
し
込
み
は
Ｊ
Ｐ
Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

０
３
�
５
７
９
３
�
９
７
６
５
ま

で
。◇

日
本
郵
船
グ
リ
ー
ン
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ミ
ナ
ー

日
本
計
画
研
究
所

（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
）
が
５
月
２５
日
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
に
「
日
本
郵

船
株
式
会
社：

グ
リ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
の
取
組
み
と
今
後
の
更
な
る

展
開
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｐ

Ｉ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア

（
東
京
都
港
区
南
麻
布
５
�
２
�

３２
興
和
広
尾
ビ
ル
）
で
開
催
。
講

師
は
、
日
本
郵
船
株
グ
リ
ー
ン
ビ

ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
・
グ
ル
ー
プ
長

代
理
の
六
呂
田
高
広
氏
。

参
加
費
は
１
人
３
万
３
３
１
０

円
、
社
内
・
関
連
会
社
で
同
時
申

し
込
み
の
場
合
は
２
人
目
以
降
２

万
８
３
１
０
円
（
資
料
代
・
税
込

み
）。会
場
、
ラ
イ
ブ
配
信
、
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
の
い
ず
れ
か
の
受
講

を
選
択
可
能
（
会
場
お
よ
び
ラ
イ

ブ
配
信
の
受
講
者
は
ア
ー
カ
イ
ブ

視
聴
可
能
）。申
し
込
み
は
Ｊ
Ｐ
Ｉ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
問
い
合

わ
せ
は
電
話
０
３
�
５
７
９
３
�

９
７
６
５
ま
で
。

今回認定された経済安保推進法に基づく供給計画（化学関連）

最大助成額

（蓄電池）

４２億円

１１億円

５７億円

６８億円

１７億円

１８億円

（半導体）

４０５億円

事業総額

１２４億円

３３億円

１７０億円

１９９億円

５１億円

５１億円

非公開

生産能力（電池材
料は蓄電池相当分）

３５ＧＷｈ／年分

３ＧＷｈ／年分

１５ＧＷｈ／年分

１８５ＧＷｈ／年分

３１０ＧＷｈ／年分

１０ＧＷｈ／年分

既存能力１２％増

供給開始

２０２５年１月

２０２６年９月

２０２５年８月

２０２５年１２月

２０２７年３月

２０２６年７月

２５年７～９月

取り組み

生産基盤の整備、生産技
術の導入・開発・改良

生産基盤の整備、生産技
術の導入・開発・改良

生産基盤の整備

生産基盤の整備、生産技
術の導入・開発・改良

生産基盤の整備

生産基盤の整備、生産技
術の導入・開発・改良

生産基盤の整備

品目

正極活物質

セパレーター

セパレーター

バインダー

バインダー材料
（Ｒ１５２ａ）

導電助剤

ＦＣ－ＢＧＡ 基板

事業者名

日亜化学工業

宇部マクセル

旭化成

クレハ

メキシケムジャパン

レゾナック

イビデン

図図
書書
ガガ
イイ
ドド

経済安保推進法

電電
池池
・・
半半
導導
体体

生生
産産
計計
画画
認認
定定

材
料
は
旭
化
成
・
イ
ビ
デ
ン
な
ど
７
件

経
産
省

左
か
ら
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ

大
使
、
豊
田
合
成
の
相
地

理
事
、
中
谷
経
産
副
大
臣
、

常
葉
審
議
官

研研究究開開発発 第第２２陣陣公公募募へへ

今夏、第２次ビジョン最終案

経済安保重要技術育成プロ

基
金
積
み
増
し
分

最
大
限
活
用

（４）２０２３年（令和５年）５月１日（月曜日）（第三種郵便物認可）


